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Chapter 1 システムコネクションとアプリケーション

1.1  システムコネクション

2

CamConnect Proは、最大4台のLumens製IPカメラと、さまざまなサードパーティ製マイクを組み合わせ、簡単
な設定で音声検知によるカメラトラッキングを実現します。これにより、従来のワークフローと比較して大幅
な効率向上とコスト削減に貢献します。
CamConnect Proで処理された映像は、USBケーブルを使用してPCに取り込むことができます。
対応するカメラおよびマイクについては、Lumens公式サイトのサポートされるデバイスリストを参照ください。

1.2 CamConnect Pro I/O インターフェース

https://www.mylumens.com/jp/Page/91/Lumens-CamConnect-Pro-Supported-Device-List


Chapter 2 オペレーション•インターフェース
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CamConnect Proの設定は、オペレーションインターフェースまたはWebインターフェースを使用して行います。
本章では、オペレーションインターフェースを使用した設定方法について解説します。
Webインターフェースでの設定方法については、Chapter 3を参照ください。

オペレーションインターフェース画面を表示するには、CamConnect ProのHDMI OUTにディスプレイを接続して
ください。
また、操作を行うには、CamConnect ProのUSB Type-Aポートにキーボードおよびマウスを接続してください。

オペレーションインターフェース画面



2.1  (A)デバイスの設定
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デバイスの設定の項目では、使用するマイクとCamConnect Proとの紐づけや、カメラのホームポジション移動
の設定を行うことができます。

デバイスの設定画面



No 項目 機能概要

1 Device Numbers
接続するマイクの台数を選択します。複数のマイクを選択すると、選択し
た台数分のタブが追加され、各マイクの設定を個別に行うことができます。

2 Device List 設定をおこなうデバイスタブを選択します。

3 Devices
使用するマイクを選択します。
対応デバイスについては、Lumens のウェブサイトを参照ください。

4 Device IP 接続するマイクの IP アドレスを入力します。

5 Port

接続したデバイスに応じたポート番号を表示します。

 Shure: 2202

 Sennheiser: 45

 Sennheiser TCCM: 443

 Nureva: 8931

 Yamaha: 49280

 Audio-Technica : 17300

なお、Nureva のみ ポート番号の変更が可能です。
Nurevaの設定に応じてポート番号を指定してください。

6 Connect
接続の有効化または無効化を切り替えます。
デバイスの設定をおこなうには本設定を無効にする必要があります。

7 Voice Tracking

有効にすると、マイクからの位置情報を受信し、トリガーに応じてカメラ
がプリセットポジションに移動します。
プリセットポジションを設定する際は、設定プロセスの妨げにならないよ
う、この機能を無効にすることを推奨します。

8 Time To Trigger Preset

位置情報を取得する時間（秒）を指定します。この時間を超えると、カメ
ラはプリセットポジションに移動します。
設定する時間を短くすると、反応速度が向上しますが、誤検知が発生する
可能性が高くなります。

9 Back To Home Time
ホームポジションに戻るまでの時間（秒）を指定します。
無音状態が設定した時間を超えると、カメラは自動的にホームポジション
に移動します。

10 Back to Home Camera ホームポジションへ戻る際に使用するカメラを選択します。

11 Back To Home Position ホームポジションへ戻る際に呼び出すカメラプリセットを選択します。

12 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。
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2.2  (B)カメラコントロール&ステータス

No 項目 機能概要

1 Resolution/ FPS カメラの出力解像度およびフレームレート(FPS)を設定します。

2 Refresh / Add

サーチボタンをクリックしてネットワーク内のカメラを検索するか、IP 

アドレスを手動で入力し、[Add]をクリックしてカメラを追加します。

カメラとCamConnect Proが同一ネットワーク内にあることを確認してくだ

さい。

3 Device Name 検索されたカメラのデバイス名を表示します。

4 Connect
クリックして接続します。カメラが接続されると行全体が青くハイライト
されます。

5 PTZ Control
PTZ コントロール画面に移行します。
機能の説明については 2.2.1 PTZコントロールを参照してください。

6 Delete
リストからカメラを削除します。
削除するには、Connectの項目で接続を解除する必要があります。
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カメラコントロール&ステータスの項目では、使用するカメラの管理を行うことができます。

カメラコントロール & ステータス画面



2.2.1 (C)PTZコントロール

No 項目 機能概要

1 Preview window 現在のカメラ画面をプレビュー表示します。

2 Mirror / Flip カメラ画面のミラーリングおよび上下反転を設定します。

3 Pan/Tilt/Home
方向キーを使用して、カメラ画面の位置調整をします。
[Home] ボタンをクリックすると、カメラは中央の位置に戻ります。

4 Preset setting

 プリセットの保存：現在のカメラ位置をプリセットに保存します。
任意のプリセットナンバーを指定し、「Store」ボタンをクリックし保存
します。

 プリセットの呼び出し： プリセットナンバーを指定し、リコール
ボタンをクリックし呼び出します。

5 AF/MF
フォーカスモードをオート(AF)またはマニュアル(MF)に切り替えます。マ
ニュアルフォーカスの場合は、+ / -ボタンで調整をおこないます。

6 Zoom ズームインまたはズームアウトをおこないます。
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カメラコントロール & ステータスの項目で「PTZ」ボタンをクリックすると、PTZコントロール画面に移行
します。
この画面では、任意のカメラのプレビューを確認しながら、プリセットの登録を行うことができます。

PTZ コントロール画面



2.3  (D)Device & Camera Mapping

No 項目 機能概要

1 Mapping Qty 取得した位置情報を何分割するかを指定できます。
指定可能な分割数は、使用するマイクによって異なります。

2 Indicator
現在取得している位置情報に基づき、対応する項目のインジケーターが緑色に
点灯します。

3 Array No. /

Azimuth Angle

使用するマイクにより、Array NoまたはAzimuth Angleのいずれかが自動的に
表示されます。

 Array No： マイク側で指定されたArray Noが表示されます。この項目は変
更できません。

 Azimuth Angle: 位置情報を方位角で示します。方位角には任意の数値を指
定できます

4 Primary Camera

位置情報がArray NoまたはAzimuth Angleで指定した範囲内にあるときに、呼
び出すカメラを選択します。
ドロップダウンメニューには、現在接続されているカメラが表示されます。
選択したカメラに接続できない場合は、カメラデバイス名の横に警告マークが
表示されます。

5 Secondary Camera

ドロップダウンメニューから任意のセカンダリカメラを選択します。
プライマリカメラが任意のプリセットポジションに移動した後、同じカメラ
の別のプリセットがトリガーされると、プライマリカメラの代わりにセカン
ダリカメラが使用されます。これにより、よりスムーズにカメラアングルを
切り替えることが可能になります。
この機能は、Seamless Switchingが有効な場合に利用できます。
選択したカメラに接続できない場合は、カメラデバイス名の横に警告マーク
が表示されます。
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Device & Camera Mappingの項目では、マイクから送られる位置情報に基づき、どのカメラのどのプリセッ
トを呼び出すかを指定できます。
現在取得している位置を表示できるため、確認しながら設定を行うこと可能です。

Device & Camera Mapping画面



6 Preset No. 位置情報がArray NoまたはAzimuth Angleで指定した範囲内にあるときに呼
び出す、カメラのプリセットナンバーを選択します。

7 AI Setting

AIトラッキングを「Off」、「Continuous Tracking」、「Center Stage」
から選択します。
AIトラッキングを「Continuous Tracking」または「Center Stage」に設定
すると、音声検知によるカメラトラッキングを行われたあと、自動追尾が
開始されます。

 Off: AIトラッキングを無効にします。
 Continuous Tracking（連続追尾）: カメラが連続的に人物を追尾しま

す。追尾対象が移動するたびに、カメラも動きを追尾し続けます。
 Center Stage: トリガーされたプリセットポジションにいる人物をフ

レームの中央に配置するよう、カメラ位置を調整します。

8
Mic. Array No. /

Mic. Azimuth Angle

現在取得している位置情報を表示します。

9



2.4 (E)システム設定

No 項目 機能概要

1 Language 現在、英語のみが使用可能です。

2 Max Microphone Qty. Device Numbersの最大数を設定します。

3 Auto Connection

電源投入後の自動接続の有効化またはを無効化を設定します。

 Sound Device

 Camera

 Video Output

4 Profile Setting

 Save/ Load: 設定プロファイルのインポートとエクスポートを行います。

 AutoSave Interval： 自動保存の間隔を設定します。

 System Startup Waiting Time: 起動待ち時間のを設定します。
CamConnect Proは電源投入後、自動的にマイクとカメラを一度検索します。
デバイスの起動時間が長い場合、CamConnect Proがデバイスに正しく接続で
きないことがあります。
この問題を防ぐため、現在の環境とマイクやカメラの起動時間に応じて設
定を行ってください。

5 Firmware Auto Check ファームウェアの自動更新の有効化または無効化を設定します。
有効にするとインターネットを経由して自動的に最新の状態に更新されます。

6 Reset 工場出荷時の設定にリセットします。

7 Error Notification エラーメッセージ通知のオンオフを切り替えます。

8 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

10

システム設定は(E)のスパナマークをクリックすると表示されます。ここでは「System」および「Network」
の設定を行えます。

System画面



2.5 (F)映像出力設定

No 項目 機能概要

1 Video Output Mode
カメラ映像の出力を「UVC」、「HDMI」、「UVC+HDMI」のいずれかに設定しま
す。「UVC」を選択すると、USB OUTを通じてPCなどに映像が出力されます。

2 Video Output Layout

2.5.1 映像出力レイアウトを参照し、カメラ映像の出力のレイアウトを設定

します。

CrossおよびPBPはどちらか一方を選択します。

Cropはカメラ映像を拡大し、特定のエリアを強調して表示します。

3 Seamless Switching
Seamless Switchingの有効化または無効化を設定します。
有効にすると、音声検知によるカメラトラッキングが有効になり、任意のカ
メラ映像が自動的に切り替わります。

4 Source Position

カメラ映像の出力のレイアウトをAuto、Customから選択します。
Customを選択すると、Editボタンが有効化され、Source Position画面へ移行
します。
この画面で、任意のカメラを任意のレイアウトに配置することができます。
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No 項目 機能概要

1 Method CamConnect ProのIPアドレス設定をDHCPまたはStatic IPから選択します。

2 Static IP
MethodでStatic IPを選択した場合に設定が可能になります。

任意のIPアドレスを指定することができます。

Network画面

映像出力設定は(F)のギアマークをクリックすると表示されます。ここでは、カメラ映像の出力についての
設定を行うことができます。

映像出力画面



2.5.1 Video Output Layout

1台 2台 3台 4台

Cross

PBP

Crop

Crop On Crop Off

2.6 (G)Video Output Start
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Source Position画面

カメラ映像をHDMIまたはUSBで出力するには、「Video Output」を有効にしてください。
「Video Output」が有効な場合、一部の設定項目は変更できなくなります。

Video Output Layoutの項目で選択可能な「Cross」、 「PBP」、「Crop」 のレイアウトを選択できます。
「Cross」および 「PBP」は、接続されているカメラの台数に応じてレイアウトが異なります。



2.7 (H) 拡張機能

No 項目 機能概要

1 Reference Audio

Reference Audioの有効化または無効化を切り替えます。
この機能は、スピーカーから再生される遠隔地の音声が原因で、カメラト
ラッキングが誤動作しないようにします。
この機能を使用するには、別売りのLumens オーディオケーブルスプリッ
ターが必要です。

 Audio Trigger(dB):検出された音声がこのスレッショルドを超えた場合
に、CamConnect Proはカメラのプリセット呼び出しをブロックします。

 Detective Time(s):トリガー後に動作が持続する時間を0～10秒の範囲
で設定します。

 Enable: Reference Audioの有効化または無効化を切り替えます。

 Apply： クリックして設定を適用します。

オーディオケーブルスプリッターの接続方法

1. 3-Pinコネクタをコンピューターに接続します。

2. 4-PinコネクタをCamConnect Proのリザーブジャックに接続します。

3. 2-Pinコネクタをスピーカーに接続します。

2 Reference Video

Reference Videoの有効化または無効化を切り替えます。
音声検知によるカメラトラッキングは、ペーパーノイズや環境音など、さ
まざまな音で動作する可能性があります。
この問題を防ぐために、Lumens BC200を使用します。
Lumens BC200 を使用すると、音声のみでカメラトラッキングが作動する
ことを防ぎます。AI 顔認識を用いて人物を検出し、音声ソースに人物が
検出された場合のみ、カメラトラッキングが作動します。

 Auxiliary Camera: BC200 カメラを有効または無効にします。

 Vision Zone Detection: 将来対応予定の機能です。

 Apply： クリックして設定を適用します。
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Reference Audio / Reference Video

拡張機能設定は(H)のExpansionボタンをクリックすると表示されます。ここでは「Reference Audio」およ
び「Reference Video」の設定を変更できます。



2.8 (I)ディスクチェック

2.9 (J)インフォメーション

機能概要

CamConnect Proのソフトウェアバージョン情報を表示します。

「Check」ボタンをクリックして最新バージョンを確認し、必要に応じてアップデートを行ってください。イ
ンターネットに接続されている場合、自動的に最新バージョンがインストールされます。

テクニカルサポートが必要な場合は、右側のQRコードをスキャンしてください。
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ディスクチェックは(I)のDisk Checkボタンをクリックすると表示されます。ここではCamConnect Pro内
蔵メモリのテストを実行し、結果を表示します。テスト結果は、不具合発生時の調査や問題解決のために活
用できます。

インフォメーションは(J)のインフォメーションボタンをクリックすると表示されます。ここではバー
ジョン情報の確認やアップデートを行うことができます。

ディスクチェック画面

インフォメーション画面



Chapter 3 Webインターフェース

15

CamConnect Proの設定は、オペレーションインターフェースまたはWebインターフェースを使用して行います。
本章では、Webインターフェースを使用した設定方法について解説します。
Webインターフェースにはブラウザからアクセスします。CamConnect Proの初期IPアドレスは以下の通りです。

必要に応じて変更してください。

IP アドレス :192.168.100.101
サブネットマスク :255.255.255.0

3.1 Devices

Devicesの項目は「Microphone」、「CameraList」で構成されてます。
「Microphone」の項目では、使用するマイクとCamConnect Proとの紐づけや、カメラトラッキング位置の割

り当てなどを行います。
「CameraList」の項目では、使用するカメラの管理を行うことができます。

No 項目 機能概要

1
Array Microphone
Numbers

接続するマイクの台数を選択します。複数のマイクを選択すると、選択し
た台数分のタブが追加され、各マイクの設定を個別に行うことができます。

2 Voice Tracking

有効にすると、マイクからの位置情報を受信し、トリガーに応じてカメラ
がプリセットポジションに移動します。
プリセットポジションを設定する際は、設定プロセスの妨げにならないよ
う、この機能を無効にすることを推奨します。

Microphone Setting画面

3.1.1 Microphone Setting

Microphone Settingの項目では、使用するマイクの台数と、トラッキングの有効化、無効化を行います。
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3.1.2 Array Microphone
Array Microphoneの項目では、使用するマイクとCamConnect Proとの紐づけを行います。複数のマイクを使

用する場合、すべてのマイクを個別に設定する必要があります。

No 項目 機能概要

1 Device 使用するマイクを選択します。
対応デバイスについては、Lumens のウェブサイトを参照ください。

2 Device IP 接続するマイクの IP アドレスを入力します。

3 Port

接続したデバイスに応じたポート番号を表示します。

 Shure: 2202

 Sennheiser: 45

 Sennheiser TCCM: 443

 Nureva: 8931

 Yamaha: 49280

 Audio-Technica : 17300

なお、Nureva のみ ポート番号の変更が可能です。

Nurevaの設定に応じてポート番号を指定してください。

4 Connect
接続の有効化または無効化を切り替えます。

デバイスの設定をおこなうには本設定を無効にする必要があります。

5
Audio Trigger Level 
(dB)

マイクが設定したdB 値を超える音声を感知した場合、カメラプリセット
がトリガーされます。

なお、指定可能な範囲は使用するマイクメーカーによって異なります。

 Sennheiser:-90～0 (推奨 -55)

 Nureva:0～120 (推奨 40 以上)

 Audio-Technica:0～60 (推奨 30)

 Yamaha:0～126 (推奨 80 以上 for RM-CG / 70 以上 for RM-W)

6
Time To Trigger 
Preset

セカンドサウンドトリガーが発生した場合、設定した時間（秒）に基づき、
カメラのプリセットポジションへの移動が遅延します。

7 Back To Home Time
ホームポジションに戻るまでの時間（秒）を指定します。
無音状態が設定した時間を超えると、カメラは自動的にホームポジション
に移動します。

Array Microphone画面



No 項目 機能概要

8 Back To Home Camera ホームポジションへ戻る際に使用するカメラを選択します。

9 Back To Home Position ホームポジションへ戻る際に呼び出すカメラプリセットを選択します。

10 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

11 Cancel 設定をキャンセルします。
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3.1.3 Device & Camera Mapping
Device & Camera Mappingの項目では、マイクから送られる位置情報に基づき、どのカメラのどのプリセット

を呼び出すかを指定できます。
現在取得している位置を表示できるため、確認しながら設定を行うこと可能です。
複数のマイクを使用する場合、すべてのマイクを個別に設定する必要があります。

No 項目 機能概要

1 Mapping Qty.
取得した位置情報を何分割するかを指定できます。

指定可能な分割数は、使用するマイクによって異なります。

2
Mic. Array No. /

Mic. Azimuth Angle

現在取得している位置情報を表示します。

3 Indicator
現在取得している位置情報に基づき、対応する項目のインジケーターが緑
色に点灯します。

4
Array No. / Azimuth 
Angle

使用するマイクにより、Array NoまたはAzimuth Angleのいずれかが自動
的に表示されます。

 Array No： マイク側で指定されたArray Noが表示されます。この項目
は変更できません。

 Azimuth Angle: 位置情報を方位角で示します。方位角には任意の数値
を指定できます

5 Primary Camera

位置情報がArray NoまたはAzimuth Angleで指定した範囲内にあるときに、
呼び出すカメラを選択します。

ドロップダウンメニューには、現在接続されているカメラが表示されます。

選択したカメラに接続できない場合は、カメラデバイス名の横に警告マー
クが表示されます。

Device & Camera Mapping画面



No 項目 機能概要

6 Secondary Camera

ドロップダウンメニューから任意のセカンダリカメラを選択します。
プライマリカメラが任意のプリセットポジションに移動した後、同じカメ
ラの別のプリセットがトリガーされると、プライマリカメラの代わりにセ
カンダリカメラが使用されます。これにより、よりスムーズにカメラアン
グルを切り替えることが可能になります。
この機能は、Seamless Switchingが有効な場合に利用できます。
選択したカメラに接続できない場合は、カメラデバイス名の横に警告マー
クが表示されます。

7 Back To Home Position ホームポジションへ戻る際に呼び出すカメラプリセットを選択します。

8 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

9 Cancel 設定をキャンセルします。

3.1.4 CameraList
CameraListの項目では、使用するカメラの管理を行うことができます。

No 項目 機能概要

1 Resolution/ FPS カメラの出力解像度およびフレームレート(FPS)を設定します。

2 Refresh / Add

サーチボタンをクリックしてネットワーク内のカメラを検索するか、IP ア
ドレスを手動で入力し、[Add]をクリックしてカメラを追加します。

なお、カメラとCamConnect Proが同一ネットワーク内にあることを確認し
てください。

3 Device Name 検索されたカメラのデバイス名を表示します。

4 Connect
クリックして接続します。カメラが接続されるとDevice Nameが青くハイラ
イト表示され、StatusにConnectedと表示されます。

5 PTZ Control
PTZ コントロール画面に移行します。

機能の説明については 3.1.5 PTZ コントロールを参照してください。

6 Delete
リストからカメラを削除します。削除するには、Connectの項目で接続を解
除する必要があります。

CameraList画面
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3.1.5 PTZコントロール
CameraListの項目で「PTZ Control」ボタンをクリックすると、PTZコントロール画面に移行します。この画

面では、任意のカメラのプレビューを確認しながら、プリセットの登録を行うことができます。

No 項目 機能概要

1 Preview window 現在のカメラ画面をプレビュー表示します。

2 Mirror / Flip カメラ画面のミラーリングおよび上下反転を設定します。

3 Pan / Tilt / Home
方向キーを使用して、カメラ画面の位置調整をします。

[Home] ボタンをクリックすると、カメラは中央の位置に戻ります。

4 Preset setting

 プリセットの保存：現在のカメラ位置をプリセットに保存します。
任意のプリセットナンバーを指定し、「Store」ボタンをクリックし保
存します。

 プリセットの呼び出し： プリセットナンバーを指定し、リコール
ボタンをクリックし呼び出します。

5 AF/MF
フォーカスモードをオート(AF)またはマニュアル(MF)に切り替えます。マ
ニュアルフォーカスの場合は、+ / -ボタンで調整をおこないます。

6 Zoom ズームインまたはズームアウトをおこないます。

PTZコントロール画面
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3.2 AI Director

AI Directorは、接続されたカメラとマイクを制御し、プリセットポジションへの移動、レイアウトの変更
などを自動化するスクリプトベースの機能です。ユーザーが独自のスクリプトを作成し、カスタマイズするこ
とが可能なため、柔軟性の高い制御を実現できます。
AI Directorを使用すると、Seamless Switchingは無効になることにご注意ください。
本章では、AI Directorの設定方法について解説します。

No 項目 機能概要

1 Conversation Mode Conversation Modeは、事前に設計されたスクリプトを使用し、2人が同時
に発話するとPBPレイアウトを呼び出すモードです。

2 Presenter Mode 将来対応予定の機能です。

3 Cruise Mode 将来対応予定の機能です。

4 Customize Mode

Customize Modeでは、ユーザーは独自のスクリプトを作成し、最大2つまで
保存できます。保存したスクリプトは、名前を付けて管理したり、必要に
応じて編集や実行したりすることができます。また、不要になったスクリ
プトは削除することも可能です。スクリプトの作成方法については、3.2.2 
AI Directorの編集で詳しく解説します。

5 Edit スクリプトの内容を編集します。

6 Run / Stop スクリプトの実行を開始または停止します。

7 Execution Log AI Directorのアクティビティログを表示します。

AI Directorの設定画面

3.2.1 AI Directorの設定
AI Directorの設定の項目では、スクリプトテンプレートまたはユーザーが作成したスクリプトを選択して

実行できます。また、アクティビティログを確認することもできます。
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3.2.2 AI Directorの編集

AI Directorの設定画面で、任意のモードを選択し「Edit」ボタンをクリックすると、AI Directorの編集画
面に切り替わります。この画面でスクリプトの作成、編集、保存などを行うことができます。
編集画面では、左側のカラムから任意のブロックを取り出し、右側のエディット画面へ配置します。ブロッ

ク同士を接続することによって、スクリプトは上から下へ処理されます。

No 項目 機能概要

1
実行スクリプトエリア

(中央の大きなエリア)

ここにスクリプトを構成するブロックを配置し、スクリプトのロジックを
構築します。ブロックを削除するには、右下に配置されているゴミ箱マー
クへドラッグアンドドロップします。

2
ブロックパレット

(左側のカラム)

スクリプトで使用できるブロックがカテゴリごとに分類されて表示されて
います。

 Camera :カメラの制御に関するブロック（プリセットポジションへの移
動、ホームポジションへの復帰など）が含まれます。

 Microphone :マイクのトリガーやミュートなどに関するブロックが含ま
れます。

 Layout :画面レイアウトの変更に関するブロックが含まれます。

 Control :スクリプトの開始・終了、遅延時間、繰り返しなどの制御に
関するブロックが含まれます。

3 Leave 編集画面を閉じます。

4 Save 作成したスクリプトを保存します。

5 Run スクリプトを実行します。

6 Execution Log スクリプトの実行履歴などが表示されます。

AI Directorの編集画面



3.2.3 スクリプトブロック

ここでは、「Conversation Mode」および「Customize Mode」それぞれのスクリプトブロックを紹介します。

No 項目 機能概要

A Camera 接続されたカメラ（例：CAM1、CAM2）のプリセット位置への移動やホーム
ポジションへの復帰などのコマンドを割り当てます。

B Microphone

2人が同時に発話するとPBPレイアウトを呼び出します。

 Trigger count: カメラトラッキング動作に必要なトリガー数(1〜100)
を設定します。

 All Mic off Stream: マイクが音を受信しなくなったときにCamConnect 
Proが取るアクションを設定します。例えば画像レイアウトを変更した
り、カメラにコマンドを送信したりします。

C Layout

 ビデオレイアウト: クロスまたはPBP（ピクチャーバイピクチャー）を
選択します。

 カメラ台数のビデオレイアウト: 1x1、1x2、1x3、2x2などのレイアウト
を選択します。

 特定の位置へのビデオソース: 画面の特定の位置に表示するカメラの映
像を選択します。

D Control

 Script Start: スクリプトの開始地点を示します。すべてのスクリプト
に必須です。Priority（優先度）を設定することで、複数のスクリプト
が同時に実行されている場合の優先順位を決定できます。

 Script End: スクリプトの終了地点を示します。すべてのスクリプトに
必須です。

 Delay: スクリプトの実行を一時停止します。単位はミリ秒、秒、分か
ら選択できます。この例では、1000ミリ秒（1秒）の遅延を設定してい
ます。

Conversation Mode

A

B

C

D
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No 項目 機能概要

A Camera

 Cruise Mode: 2〜3台のカメラのプリセット位置を順番にトリガーする
方法を設定します。
Mode 1: 各カメラに1つのプリセット位置を割り当てます。各カメラは
順番にプリセット位置に移動します。
Mode 2: 各カメラに2つのプリセットポジションを割り当てます。各カ
メラは順番にプリセット位置に移動します。

 Preset Speed: プリセットポジションへ移動する際のカメラの速度を設
定します。

 Delay: 各プリセットポジションへの移動後、次のポジションへ移動す
るまでの待機時間を設定します。

 Send HEX Commands: 各カメラにHEXコマンドを送信します。

B Layout

 Select Video Layout Mode: CrossまたはPBP（ピクチャーバイピク
チャー）を選択します。

 Select Video Layout:1x1、1x2、1x3、2x2などのレイアウトを選択しま
す。

 Video Source to Position: 画面の特定の位置に表示するカメラの映像
を選択します。

C Control

 Script Start: スクリプトの開始地点を示します。すべてのスクリプト
に必須です。Priority（優先度）を設定することで、複数のスクリプト
が同時に実行されている場合の優先順位を決定できます。

 Script End: スクリプトの終了地点を示します。すべてのスクリプトに
必須です。

 Delay: スクリプトの実行を一時停止します。単位はミリ秒、秒、分か
ら選択できます。

 Rescheduled in _ seconds: 次のステップを開始するまでの遅延時間を
設定します。

 Repeat Count: スクリプトを何回繰り返すかを指定します。

 Script stop: スクリプトの実行を停止します。

 Loop Script: スクリプトを連続的に繰り返します。

Customize Mode

C

BA
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3.2.4 作成例

ここでは、2人が同時に発言するとVideo Layout Mode PBPレイアウトを呼び出し、またマイクが音を受信し
ない状態が10秒間続いたときに、VC-R30とVC-A71P-Cocoの2台のカメラをVideo Layout Mode Cross(1x2)で出力
するスクリプト例を紹介します。
Script StartブロックおよびScript Endブロックはそれぞれ先頭と最後尾に設置する必要があります。

All Mic off Stream
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3.3  Video Output Setting

Video Output Settingの項目では、カメラ映像の出力についての設定を行うことができます。

No 項目 機能概要

1 Video Output Mode
カメラ映像の出力を「UVC」、「HDMI」、「UVC+HDMI」のいずれかに設定し
ます。「UVC」を選択すると、USB OUTを通じてPCなどに映像が出力されま
す。

2 Seamless Switching
Seamless Switchingの有効化または無効化を設定します。
有効にすると、音声検知によるカメラトラッキングが有効になり、任意の
カメラ映像が自動的に切り替わります。

3 Layout Type

2.5.1 Video Output Layoutを参照し、カメラ映像の出力のレイアウトを設
定します。
CrossおよびPBPはどちらか一方を選択します。
Cropはカメラ映像を拡大し、特定のエリアを強調して表示します。

4 Source Position
カメラ映像の出力のレイアウトをAuto、Customから選択します。
Customを選択すると、Layoutの項目で任意のレイアウトを変更することがで
きます。また、各カメラのポジションも自由に選択が可能です。

5 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

6 Start Video Output

カメラ映像をHDMIまたはUSBで出力するには、「Start Video Output」をク
リックし、有効化してください。有効化されると、表示がStop Video
Outputに変更されます。
「Video Output」が有効な場合、一部の設定項目は変更できなくなります。

Video Output Setting画面
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3.4  System

Systemの項目は「Network」、「Profiles」、「Setting」で構成されています。

No 項目 機能概要

1 Method DHCPもしくはStatic IPから選択します。

2

IP Address
Netmask
Gateway
DNS

Static IPを選択すると、これらの設定を行うことができます。

使用するマイクやカメラに合わせて本設定を行ってください。

3 MAC Address CamConnect ProのMACアドレスを表示します。

4 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

Network画面

3.4.1 Network

Networkの項目では、CamConnect ProのIPアドレス設定を行うことができます。
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No 項目 機能概要

1 Save as New Profiles
新しいプロファイル名と保存先を指定して、現在の設定を保存できます。
「Save as New Profiles」ボタンをクリックし、表示されるウィンドウで
リストナンバーや、プロファイル名を指定することができます。

2 Load Profiles
保存したプロファイルを選択して読み込みます。プロファイルは、「Load 
Profiles」ボタンをクリックするか、右上の Profile ドロップダウンボッ
クスから選択することができます。

3 Delete
削除したいプロファイルのチェックボックスを選択し、「Delete」ボタン
をクリックすると、保存したプロファイルを削除できます。

Profiles画面

3.4.2 Profiles

Profilesの項目では、設定プロファイルの保存や呼び出しを行うことができます。
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No 項目 機能概要

1 Language 現在、英語のみが使用可能です。

2 Device Name デバイス名を変更できます。デフォルトは「CamConnect_Processor」です。

3 Location
ロケーション名を変更できます。デフォルトは「Default_XXXX(MAC アドレ
ス末尾4文字)」です。

4 Max Microphone Qty. Array Microphone Numbersの最大数を設定します。

Setting-Device画面

3.4.3 Setting

Settingの項目は、「Device」、「Auto Connection」、「Extension Setup」、「Web User」、
「Maintenance」で構成されます。。
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No 項目 機能概要

1 Auxiliary Camera

Auxiliary Cameraの有効化または無効化を切り替えます。

音声検知によるカメラトラッキングは、ペーパーノイズや環境音など、さ
まざまな音で動作する可能性があります。

この問題を防ぐために、Lumens BC200を使用します。

Lumens BC200 を使用すると、音声のみでカメラトラッキングが作動するこ
とを防ぎます。AI 顔認識を用いて人物を検出し、音声ソースに人物が検出
された場合のみ、カメラトラッキングが作動します。

 Auxiliary Camera: BC200 カメラを有効または無効にします。

 Vision Zone Detection: 将来対応予定の機能です。

 Apply： クリックして設定を適用します。

2 Reference Audio Input

Reference Audioの有効化または無効化を切り替えます。

この機能は、スピーカーから再生される遠隔地の音声が原因で、カメラト
ラッキングが誤動作しないようにします。

この機能を使用するには、別売りのLumens オーディオケーブルスプリッ
ターが必要です。

 Audio Trigger(dB):音声検出のしきい値を-100から0dBの範囲で設定し
ます。設定したしきい値を超える音量が検出された場合にのみ、マイク
がトリガーされます。

 Detective Time(s): 音声検出時間を0～10秒の範囲で設定します。

オーディオケーブルスプリッターの接続方法

3-Pinコネクタをコンピューターに接続します。

4-PinコネクタをCamConnect Proのリザーブジャックに接続します。

2-Pinコネクタをスピーカーに接続します。

3 Apply 設定が完了したら [Apply] をクリックし、保存します。

Setting-Extension Setup画面
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No 項目 機能概要

1 User Name この項目は変更できません。

2 Current Password 現在のパスワードを入力します。

3 New Password 新しいパスワードを入力します。

4 Confirm Password 確認のため、新しいパスワードを再度入力します。

Setting-Web User画面
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No 項目 機能概要

1 Firmware Version

現在のファームウェアバージョンを表示します。「Check」ボタンをク
リックすると最新のファームウェアバージョンがインストールされてい
るかを確認できます。（要インターネット接続）

2 Auto Check ファームウェアの自動更新します。（要インターネット接続）

3 Firmware Update

コンピューターからファームウェアファイルを選択して更新できます。
ファームウェアファイルは、Lumensホームページからダウンロードが可
能です。

4 Event Log
一定期間のアクティビティを保存したログファイルをエクスポートでき
ます。

5 Reboot デバイスを再起動します。

6 System Factory デバイスを工場出荷時の設定にリセットします。

7 Configure File 現在の設定をインポート/エクスポートします。

Setting-Maintenance画面
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About画面

3.5 About

Aboutの項目では、バージョン情報の確認を行うことができます。

機能概要

CamConnect Proのソフトウェアバージョン情報を表示します。

テクニカルサポートが必要な場合は、右側のQRコードをスキャンしてください。
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Chapter 4 ビデオカンファレンスソフトウェアとの接続

33

ビデオカンファレンスソフトウェアと接続するには、以下の手順に従ってください。

1. PCとCamConnect ProをUSBケーブルで接続します。接続方法については「1.2 CamConnect Pro I/Oインター
フェース」を参照してください。

2. CamConnect ProのVideo Output Modeを「UVC」、もしくは「HDMI+UVC」に設定し、Start Video Outputを有
効にします。
各インターフェースにおける設定方法は以下のページを参照してください。

 オペレーションインターフェースでの設定方法
「2.5 映像出力設定」

 Webインターフェースでの設定方法
「3.3 Video Output Setting」

3. Skype、Zoom、Microsoft Teamsなどのビデオカンファレンスソフトウェアを起動し、設定画面のカメラを選
択する項目で「Lumens CamConnect Processor」を選択します。オーディオは使用するマイクを選択してく
ださい。

ビデオカンファレンスソフトウェアの設定画面例



Chapter 5 マイクの設定
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CamConnect Proでは、様々なサードパーティー社製のマイクを使用することができます。各社マイクの設定方法
は、Lumensウェブサイトに掲載されています。以下のURLより参照ください。
CamConnect Proインストールガイド

Chapter 6 トラブルシューティング

本章では、CamConnect Proの使用中に遭遇する可能性のある問題について説明します。ご不明な点がございまし
たら関連する章をご参照の上解決策をご参照ください。それでも問題が解決しない場合は、販売店または株式会
社オーディオブレインズまでご連絡ください。

No 問題 解決策

1 カメラデバイスを検索
できない

 カメラの電源が入っていることを確認してください。

 PCとカメラが正常に接続されていることを確認してください。

 ケーブルが破損していないことを確認してください。

2 マイク位置情報が検出
されない

「2.1 デバイスの設定」または「3.1.4 CameraList」を参考に、マイクが正
しく接続されていることを確認してください。

3
Sennheiserマイク使用
時、特定の位置で動作
しない

 「2.3 Device & Camera Mapping」または「3.1.3 Device & Camera 
Mapping」を参考に、特定の位置が正しく含まれていることを確認して
ください。

 Sennheiser コントロールコックピットソフトウェアで、禁止エリアに
設定されていないことを確認してください。

4

カメラプリセットを設
定する際、別のプリ
セットが呼び出され、
設定が中断される

「2.1 デバイスの設定」または「3.1.1 Microphone Setting」を参考に、
Voice Trackingを無効にしてください。

プリセット設定が完了したら、Voice Trackingを有効にしてください。

5 カメラを接続できない

カメラのWebインターフェースにアクセスし、ネットワークタブの「Enable
Multicast」の項目を確認してください。マルチキャストが有効になってい
ると、CamConnect Proはカメラに接続できません。

6
OTA によるファームウェ
アのアップグレードがで
きない

CamConnect Proがインターネット接続されているかを確認してください。
また、IPアドレス設定がDHCPになっていることを確認してください。

https://www.mylumens.com/jp/Downloads/3?id2=5&keyword=ai%20box&pageSize=10
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CamConnect Proでは、エラーが起きるとシステムメッセージを表示することがあります。以下のシステムメッ
セージ表を参考に、対応してください。

No システムメッセージ 解決策

1

Microphone cannot be 
found, please check 
Microphone connection 
status and try to 
connect it again.

マイクが正しく接続されていることを確認してください。IPアドレスが
CamConnect Proと同じネットワーク上にあることを確認してください。

それでも解決できない場合は、Lumensウェブサイトに掲載されている、対
応する天井マイクのセットアップ方法をご参照ください。

CamConnect Proインストールガイド

2 Connection Loss.
CamConnect Proとマイクの接続が切断されました。マイクの電源がオフに
なっていないか、ネットワークに問題がないかを確認してください。

3

Camera connect failed, 
please check camera 
Resolution / FPS 
settings or camera 
connection status.

「2.2 カメラコントロール & ステータス」または「3.1.4 CameraList」を
参考に、カメラの解像度が正しく設定されているかを確認してください。

https://www.mylumens.com/jp/Downloads/3?id2=5&keyword=ai%20box&pageSize=10
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